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文書整形システム $\mathcal{A}_{\mathcal{M}}S- LAT_{E}X$ とは

慶慮義塾大学理工学部 野寺 隆
(Takashi NODERA)

1 はじめに

文書整形システムとして知られる $m^{1}$は, 現在では数理物理学の論文を記述するため
のなくてはならないツールになりつつある. たぶん御存知の方も多いと思うのだが, 丁秘
の仲間には, plain ?ffi や $A_{\Lambda t}S- Tff,$ ]$AT_{E}X,$ $MuTffi,$ $P_{I}CIffik$ どがある. この中でも,

LATffi は L. Lamport によって Scribe を真似て作られたシステムであり, 難しいことをす
るのでなければ, 短期間に学習することができるものであるので, 現在多くのユーザを持
つシステムと言える.

$A_{\mathcal{M}}S-?ffi$ は, M. D. Spivak $YC$ よって作られたシステムである. 特に, 数式の記述に関し
て, 他の $M$ の追従を許さない豊富なコマンドを持っている. また, AMS が全而的に採用
しており, これを利用して記述したテキストを電子メールやフロッピーディスクで投稿す
ることができる. また, そのスタイルファイルは, AMS の雑誌のスタイルに近いので, プ
レプリントを作成するのにも十分利用できるものである. しかし, $A_{\mathcal{M}}S- T ffi$ は, どちら

かというと plain \eta 入に近いコマンド体系なので, 一見学習しづらいように思われていた
ことも確かであろう. 特に, 表や図を描くには, $LAT_{E}X$ のように簡単に記述することは出来
なかった. 従来, LATffi のように使うことができ, しかも数式の記述に関しては $A_{\mathcal{M}^{S- T}IX}\langle$

のように豊富なコマンドを持つシステムを望むユーザも多かったのである. そこで , 登場
したのが $A_{M}S- LAT_{F}X$である.

$A_{\mathcal{M}}S-?ffi$ と $IAT_{E}X$ の融合は, 従来から考えられていた. 実際, AMS によって研究開発に
本腰が入れられたのは 1987年であった. この年以降, AMS の丁冠 X の技術スタッフである
Michael Downes を顧問として, Romesh Kumar, Frank Mittelbach, Rainer Sch\"opf の 3人

で $A_{\mathcal{M}}S- LAT_{E}X$ を制作するプロジェクトが始動し, 現在に至っている. 当然, このシステムを
作るための精神として, $LAT_{E}X$ の標準的なコマンドを統帥し, AMS-T口 (のコマンド体系で
ある ‘\something . . . \endsomething’ Zt $LAT_{E}X$ の ‘\begin{something}. . $.\backslash end\{some-$

thing}’ のような環境に変更したことであろう. また, $A_{\mathcal{M}}S- LAT_{E}X$ には, フォントの選
択に関してもいろいろ新しい試みが行なわれている. 例えば, フォントは (たとえ数式
フォントでも) プリロードする必要がなく, オンデマントでロードすることが出来るとか,
$\backslash bf\backslash Large$

’ と $\backslash Large\backslash bf$ とは同じ意味を持つことなどをあげることができる.

lqffl は AMS(American Mathematical Society) の登録商標である.
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2 $\mathcal{A}_{\mathcal{M}}S- RT_{E}X$

本節では, $A_{\mathcal{M}}S- LAT_{E}X$ の基本的な特徴について述べることにする. 従来の $LAT_{E}X$ と

$A_{\mathcal{M}}S- RT_{E}X$ の違いは, 特にフォントの選択方法にあると言える. 特に, $A_{\mathcal{M}}S- LAT_{\Gamma_{\lrcorner}^{I}}X$ では

Mittelbach と Sch\"opf のフォント選択法を採用している. これは, $L^{A}T_{E}X$ V3.0に採用され

る方法の一部を $A_{\mathcal{M}}S- LAT_{E}X$ のフォントパッケージに則りインプリメントしたものであ
る. $LAT_{E}XV3.0$ のフォントの選択は, shape, series, family という属性によって指定するこ
とができるようになった. 例えば,

$\backslash \{cmtt\}\backslash e^{\{\}\backslash selectf\circ nt}$

というように指定する. 新しい $LAT_{E}X$ のフォント選択に関する詳細は, TuGboat [18] を参
照してほしい.

2.1 スタイルファイル

$LAT_{E}X$ や $A_{\mathcal{M}}S$-丁域 (の特徴の一つにスタイルファイルの概念を取り入れていることをあ
げることができる. $A_{\mathcal{M}}S- LAT_{E}X$ においては, $LAT_{E}X$ のスタイルファイ $\triangleright$である ‘article’
を使うことができるのだが, この中で $A_{\mathcal{M}}S- Tffi$ の数式のコマンド体系を利用できるよう

にするには, スタイルオプションとして amstex.sty のファイ $\triangleright$ を

$\backslash documentstyle$ [amstex] {article}

というように指定することになっている.
前述のように, スタイルファイルの指定をしてもよいが, $A_{\mathcal{M}}S- LAT_{E}X$ には $I_{\lrcorner}AT_{E}X$ の

article と book に対応するスタイルファイルとして amsart と am$sb$。ok を利用すること
ができる. 例えば,

$\backslash documentstyle\{amsart\}$

$\backslash documentstyle\{amsbook\}$

というよに利用すればよい. この 2つのスタイルファイルを使う場合には, 前述のスタイ
ルオプションである amstex を指定する必要はない. 特に, amsart のスタイ $\triangleright$ ファイ $J\triangleright$は,
$\mathcal{A}_{\mathcal{M}}S- Tffi$ の amsppt に対応するものであが, 完全に amsppt のコマンドを実現できるも
のではない. 例えば, 参考文献の記述などに関しては, $RT_{E}X$ の参考文献の記述方法に従っ
ている.

なお, amsart や amsbook のスタイルファイルには, 2段組の概念が存在しないので, 例
えスタイルオプションとして twocolumn を指定しても 2段組を生成しない.

RTffi の article に相当するスタイルファイ $l\triangleright amsart$ では, タイ ト Jや著者名などの
論文を記述するコマンドが, $A_{\mathcal{M}}S$-題 X V2.0用のものに拡張されており, 次のものを利用
することが可能である.

$\backslash title$ $\backslash author\backslash address\backslash email\backslash thanks$

$\backslash keyword$ $\backslash subjclass$ $\backslash translator\backslash dedicatory\backslash date$
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これらのコマンドは, ‘\maketitle’ を指定することにより論文の所定の場所に記述される.
通常は, $\mathcal{A}_{\mathcal{M}}S- Tg$ V2.0の amsppt に従っているので, 著者の住所や電子郵便 (e-mail) の
住所は, 参考文献の後に記述されることになる. また, 論文の要旨を記述する ‘\abstract’
コマンドも指定することもできるが, その場合には ‘\maketitle’ の後に記述すればよい.

2.2 amstex オプション

$A_{\mathcal{M}}S- LAT_{E}X$ のスタイルオフションである amstex.sty を指定すると, AMS-丁癒 X で利
用できる数式に関するコマンドと新し \langle $LAT_{E}X$ に加わった環境を使用することが可能と
なる. 代表的なものは, 次の通り.

$\bullet$ 数式のスペーシングコマンド

$\bullet$ 多重積分記号

$\bullet$ 上, 下矢印のコンド

$\bullet$ ド $\backslash /$ トコマンド

$\bullet$ 数式のアクセントコマンド (2重アクセントコマンドなど)

$\bullet$ 根号

$\bullet$ 数式を囲むための $\backslash boxed$ コマンド

$\bullet$ 添字付き矢印コマンド ( $Q<<<$ や $Q<<<$ )

$\bullet$ 数式の上下や左右に記号を付けるコマンド

$\bullet$ 数式モードの中で文を記述する $‘\backslash text$ ’コマンド

$\bullet$ 新しい演算子記号を作るコマンド

例えば, 次のように利用する.

$\backslash newcommand\{\backslash xRes\}\{\backslash operatorname\{{\rm Res}\}\}$

$\backslash newcommand\{\backslash yRes\}\{\backslash operatornamewithlimits\{{\rm Res}\}\}$

$\bullet$ mod コマンド

$\bullet$ 分数や 2項係数のコマンドなど

$\bullet$ 連文数コマンド

$\bullet$ smash オプション

以上, $A_{\mathcal{M}}S- M$ V2.0のコマンドが $A_{\mathcal{M}}S- LAT_{E}X$ でも利用できるようになった.
次に, 新し \langle $IAT_{E}X$ に加わった環境をあげることにする.
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$\bullet$ 数式の場合分け (cases 環境)

$\bullet$ 行列 (matrix, pmatrix, bmatrix, vmatrix, vmatrix 環境)

$\bullet$ Sb と $Sp$環境

$\bullet$ 可換な図式 (amscd オプションを使う)

$\bullet$ 数式の縦揃え例えば, align を使っう場合には,

$\backslash begin\{align\}$

$\backslash \max(f. g)$ $\ =\backslash frac\{f+g+lf-gl\}2\backslash \backslash$

$\backslash \max(f.-g)$ $\ =\backslash frac\{f-g+|f+g|\}2$

$\backslash end\{align\}$

というように入力を記述すればよい.

当然, このコマンドでは, 数式番号はデフォルトで付くように設定されているが,
‘ $align*$ と言うように星印を付けると, 数式番号が自動的に付かないようになる. も

はや, $LAT_{E}X$ の数式の縦揃えをする eqnarray環境や eqnarray* 環境を使う必要が
なくなった.

$\bullet$ 数式番号

数式番号は, 自動的に付けることができる. また, 数式の縦揃えなどにおいて, 一部
の数式の数式番号を省略するには, $‘\backslash notag$ ’コマンドを改行コマンド $(\backslash \backslash )$ の前に指
定すればよい.

数式番号の形式は, スタイルファイルに依存することは事実であるが, ユーザが数式
番号の形式を変更することも可能である. 例えば, 数式番号を各節毎に (1.1), (1.2),
. . . , (2.1), (2.2), . . . , (3.1), (3.2), . . . というように結び付けるには, ‘\theequation’
を次のように再定義すればよい.

$\backslash renewcommand\{\backslash \grave{t}heequation\}\{\backslash thesection.\backslash arabic\{equation\}\}$

これをブリアンブルに指定すればよいが, 各節や章の始めでは数式番号のカウンタ
の値をゼロにリセットする必要があるので, ‘\setcounter’ コマンドを用いることに
なる.

なお, $A_{\mathcal{M}}S- IAT_{E}X$ の amstex オプションを使う場合には, もう少し簡単にこれを実
現することができる. すなわち, ‘\numberwithin’ コマンドがあり, 数式番号と節の
番号を結び付け, 数式番号のカウンタの値をリセットするには,

$\backslash numberwithin\{equation\}\{section\}$
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と記述すればよい.

なお, 数式番号の相互参照をするためには, $‘\backslash eqref$ ’コマンドが備わっている. 当然,
コマンドを使って数式を参照するには, 参照したい数式にラベ’\check (例えば, ‘eqn: aaa’
を付けて, 本文中でこれを

$\backslash eqref$ {eqn: aaa}

というように記述すればよい. 数式番号には, 自動的に括弧渉付けられるのは言うま
$- carrow b$ ない. また, イタリック補正が必要なときには, 自動的に行なわれるようになっ
ている.

$\bullet$ 次の新しいドキュメントオプションが利用できる.
nosumlim 総和の添字
intlim 積分の添字
nonamelm 演算子の添字

ctagsplt split環境の数式番号
righttag 数式の右端に数式番号

また, amstexオプションを構成するいくつかのものを個々に利用することができる.
amstext $‘\backslash text$ ’の定義
amsbsy ‘\boldsymbol’や ‘\Pmb’の定義
amsfonts $\backslash frak$’や $\backslash Bbb$’の定義
amssymb AMS の数学記号フォントの名前を定義

2.3 タイ トル名の変更

論文の中で, 要旨を記述するための標題 ”Abstract” を “Summary” やフランス語の
(

${\rm Re}\acute s\acute$um\’e’ に変更することもスタイ $\triangleright$ ファイルを修正することなく, ‘\renewcommand’ を
使って

$\backslash renewcommand\{\backslash abstractname\}\{Summary\}$

や

$\backslash renewcommand\{\backslash abstractname\}\{R\backslash esum\backslash e\}$

と指定すればよい. これらのタイ トルの変更ができるコマンドには, 次のものがある.
コマンド名 タイ トル

$\backslash ab$stractname 要約
\partname 部
\indexname 索 9|
\figurename 図

\tablename 表
\proofname 証明
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\refname 参考文献
\appendixname 付録

\tocname 目次

この他に, amsbook スタイルでは,
コマンド名 タイ トル

\chaptername 章
\listfigurename 図目次
\listtablename 表目次

\bibname 参考文献
ただし, amsbook スタイルでは, 参考文献のタイ トルを変更するのに ‘\bibname’ を使うの
だが, amsart では $\backslash refname$’を使うことになっているので注意してほしい.

2.4 定理, 定義, 命題

$A_{\mathcal{M}}S- M$ には, 定理, 定義, 命題などを記述するためのコマンドがいくつか定義されて
おり, 各々のコマンドで文字フォントや印刷形式を違えて印字してくれるようになってい
た. $A_{\mathcal{M}}S- IAT_{E}\gamma$では, $LAT_{E}\gamma$ を使う場合と同様に ‘\newtheorem’ コマンドを使ってデフォ
ルト以外に, それらの各々の環境を制作できるようになっている. 特に, スタイルオプショ
ンとして, theorem を指定することにより, 定理, 定義, 命題, 証明などの環境をより自由
度を持たせて記述できるようになっている. 特に, 定理のスタイルのレベ’ には,

(1) plain
(2) definition
(3) remark

という三つのタイプを利用できる.

2.5 証明

定理の証明を記述するには, pf 環境を利用すればよい. 例えば,

$\backslash begin\{pf\}$

Trivial.
$\backslash end\{pf\}$

と入力すると

Proof Trivial. $\square$

と印刷される.

2.6 BI $\backslash$ 用のスタイル

$A_{\mathcal{M}}S- 1ATffi$ の配布ファイルの中には, amsplain と am $s$ alpha という 2つの参考文献用
のスタイ jが含まれている. これは, $RT_{E}X$ の plain と alpha に相当するものだと思えば
よい.
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この他に, mrabbrev ファイルも提供されており, これは Mathematical Reviewsに記載さ
れる数学や数理科学の雑誌名とそれに関連する分野の標準的な書略語で記述するための
ファイルである.

2.7 $A_{\mathcal{M}}S-m$ V2.0 と amstex オプションの違い

$A_{\mathcal{M}}S- m$ の多くのコマンドは, $A_{\mathcal{M}}S- RT_{E}X$ の amstex オプションを指定することに
よって, その機能を利用することができる. しかし, $A_{\mathcal{M}}S- Tg$ のコマンドがそのまま使

えるものも多いのだが, 使い方が $IAT_{E}X$風に変更されいてる物も多いので注意が必要であ
る. もっとも恐いのは, コマンド名が同じで, その意味が多少異るものがあることである
(例えば, $\backslash$ ; など). また, 数式モードで利用できるコマンドにいくつかの変更点があるの
で注意してほしい. 詳細は文献 [19] を参照してほしい.

3 $\mathcal{A}_{\mathcal{M}}S-ET_{E}X$ の入手方法

$A_{\mathcal{M}}S- LAT_{E}X$ は, AMS が配布しているのだが, 現在では以前のようにディスケッ トなど

では配布されていない. 一番簡単な方法は下記の住所に, anonymous FTP を使って
e-MATH. ams. com

から入手することができる.

また, FTP ができない所は,
AMS-LATEX@MATH.AMS.COM

に $A_{\mathcal{M}}S- LAT_{E}X$ がほしい旨と完全な住所を書き, e-mail を送ればよいことになっている.
どしうても, 以上の 2つの方法で入手出来ない人は, AMS の Publication 部門に手紙を

書けば相談にのってくれることになっている. 住所は下記の通り.

American Mathematical Society
P. $0$ . Box 6248
Providence. RI 02940
USA

なお, A!S-T自 X や $A_{\mathcal{M}}S- IATffi$ を使って論文を投稿する場合の規定書ができあがって
お り, これも e-MATH に anonymous FTP をして手に入れることができるし,

$GUIDE-ELECQMATH$ . AMS. COM
に e-mail を送ると, 電子郵便で入手できる.
東京大学にも $A_{\mathcal{M}}S- TffiA_{\mathcal{M}}S- IAT_{E}X$ のマクロファイルとそのフォントファイルが置い
てあるので, anonymous FTP を使ってソフトウェアを入手することができる.

4 論文例

簡単な $A_{\mathcal{M}}S- LATffi$ を使った論文例を付録に記載することにする. これは, 以前に高橋
秀俊先生が京都大学数理解析研究所で行なわれた数値積分に関する研究樂会で発表され,
その講究録に載せられた論文の一部である.
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なお, 入カテキストも同時に掲載したので, $A_{\mathcal{M}t^{S-y}T^{X}}$ の記述方法がおわかりになると

思う.

5 おわりに

AMS-LATEX の機能について簡単に概観してきた. これは, LATEX の機能をほぼ利用する
ことができるし, さらに数式に関しては, AM[S-T口 ( を使った場合のクオリティを持って
いるので, ユーザにとってこんなすばらしいものはない. ただし, いろんな機能を持つ性

格上, システムが多少大きいのが気にかかる.
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付録 (論文例)
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THE METHOD OF SPLITTING FOR, MULTIDIMENSIONAL INTEGRATION, WITH SINGULARITIES
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